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主要農作物病害の見別け方税
(主とレて病徴による職別)(0 
四 門
度作物の病害による損耗は莫大であって、之
が防除法の確立さ其巌統な施行は極めt必要で
ある.其防除は病害め種類陀ょっ工夫々決った
声法がある戸、ら、その種類を識別し決定する事
は病害防除の第ー着手で且つ厳重要な事項の-，0 
である.寓一之が判定を誤るならば見首逮ひの
方法そ講じ、勢力賀材の浪費t二止ら歩、肝腎の
作物佐官いがしにするとささなるo勿論病害?
種類によりては‘一見じて見嘗のづくものも少な
4ないG 然し初心の人に以夫も相首むうカ、(..'1可
場合ずある。病害によるさ顕微鏡により或は共
他菟倒な方法でなけれ峨監別の出来な~)物もな
い需ではないが病徴で識別し得る場合も少なく
ないo多〈の植物病理撃の書物には病徴の記載
に相官の紙撤そ費して揺るがとは要するに共病
1 献による他の漏害三の識別が主である。夫故索
引的に類似の病害につきL異同を明ら沙にする様
に記載、:するのが近か遭の様に思はれる.此黒川こ
っき筆者は各種の病害につき主さして病徴によ
る識別表そ作つτ見大.各種の作物じっき例へ
ば首、輩、葉、或i主果賓の病害まいふ風i二夫々
の部分につきτの病肢も仕別けした。以下順を
遁ふで少し宛書いで見?といさ思ふ.
(1)積の病暑の職別
1酋の病書C2再及型ぎ鞘 3葉貯 4捕の病害
5金檀め萎縮又は従長〉
81 種籾及稚苗1::'乳白色毛賦の蘭締が着~闇
緯し腐敗せしれ。 、 . 
苗腐敗病 4cblyo.JIroliiera (:Nee$.) De 
sary等
~荊斑は葉片iニ釆は葉鞘t乙散生し楕闘形叉
は紡錘形
同病斑ほ楕聞事長内部は掠補色輪廓暗補
色明瞭大さ 1":;_3mmo稚苗:は待めに生長
~抑Jl:せられる.
胡麻~姉声 。凶ioboluaMij.he飽 ua'Itoet 
Kurib. 
義
d2病斑は椅国D醇乃王紡錘形、幅縁色暗禍色
乃至灰白色周縁謹茶褐色。甚じ防れば
全葉補償柑号:ずる。
栖熱病 Priwlaria臼y醐 Br.et Co.v • 
.88苗は査捜徒長ιて他i二銭んでて毘ぐ織細
であてλf( 緯色決く賞味を帯(!る.葉以幅
独く根部は殻育不良，
馬鹿苗病 G掛 erdl，1aFujikuroi (SawJ・}
Wr. 
h 苗は全艦濃緑色を帯び葉脹じ判ムで白
ド小斑+.~を認める 費生稀
萎縮病Oryz~ viruB 1. 
.86葉面広黄色小斑を散生し 義金蝿が腐敗
ずるL浸水した苗代iと費生する。
責化萎紛l病 Scler<湖町悶伽yzaeBrizi 
2埠叉は葉鞘の病害'
ー
al 水曜会或~t 地際仰、薬鞘鰐に小形甜色の病斑
を生じ之より暗色乃至晴鵠色に腐朽する
倒伏するこさが多い~ IJl構内に黒息地小の
薗篠そ多数生?る。其筏:fl.1.-1.3jTlm 
b，薗儀は球形惰固形 .聾]彦、.毒蹄黒色は光
揮がなく内部は才1).....プ色、内外層の分
化である?大さ145:'_180x邸-122iユ。
小黒薗伝病 Hel凶nth岨por泊m邑Igmoidel1m
Ca.vara va丸 irregull¥re白&11ey
et 'fullis 
P!薗揖は疋球形、傾226-3師 i.:L.外観は， . 
黒色で光織があり、内部は内外二暦から
なり外層は遺黒補色、内層は淡オリープ
色大さ'220二30長tユ.
ふ球菌銭防Hel凶nぬospo.rjnmIlIgmoidellm 
Oo.vo.ra 
12地際部-i'侵害されるが稗は多く拡倒伏し
ない.
Pl地際部黒褐色じ聾E黒色の小粒織を生守
る.成熟期近<'k.護生~r，藁よ，り黄聾し
穂は充貰しない。
町民@研究第378剣'2脱帽1-44頁 1947) (41) 
， 
• 立、株壇。凶iobolu8gr .miliio Sacc'. 
-
6弘s地際a節事病斑E叉tはま組織内tにこ薗援4や旨生歩ゐ
C]地際部は茄でた様に.色し、後藁色さ
1J:り雲形の腕斑を生じ表面に黄色J'J
至褐色の東主主様整ーした球形菌績を佐
歩る.
白絹病 Hyp∞hnU8centrifqgu・
(LeJo・)Tnl. 
C， 1Jt褐色乃至賀白色の周縁暗褐色な病斑
多撤集って雲形の大斑をなし表面に
補色J'J至晴褐色の阻なる鞘火影の不規
則形蘭援~生ゆる.
舷枯・病 HYJlochn"lil'su叫 iShirai 
匂病斑は業鞘ー面tこ決補色i乙聾ヒτ 業
鞘の内外表面に灰白色)'1至禍百の薗緩
I，e生歩る.
灰色薗接病Scl・roti阻 iu凶gatumNak. 
%病斑i42足補色 周雄不明白長 組織内部
hこ畏固形黒色の菌接を生~る。
褐色薗緩病8clero.tiumÖry~・園出'ae
Sa'lt. 
a病斑乞地際部以上に生巴その面に鑑密会.
' 安る.
h闘跡部の病盤は顕著である。
C1節tこは黒褐色乃至黒色の願者な荊斑を
生やる.節間tミも最楕掴形の荊斑を生
守る. 34 
稲熱病 Pii-cularia~Ory刷 Br. et 
Cav. 
ct節の病斑は晴補色紙様.ルーペで認め
得る搬冶生守る.
胡事藁枯病 Ophiolio~u・ M々山anuI Ito 
et Ku'rtb. 
・匂節の上下じ 白色の績を生じて科を枯
死せしめた後病都の轟面には紫黒色軍事
形のf星lmm位め小塊を形成する1..... 
赤 徹病GibberellaSsubinetii 
(Mont.) S叫 C.
bi葉怖に叢生する.特に穂字期の止葉集鞘
に費生し晴褐也の大なる病斑を生じ穂高『
腐敗させる。
糞鞠腐敗病 'Acr∞~l記drium Oryzae Saw:. 
・恥稗藁鞘等各都に費生ずる. ，J 
h 
CI細長鵠賦の補色乃宝探色め病斑高官民
• 
十るp
僚議時病 Q脱帽肝吟 Oryz回 Miy.ke
C:S .;og鞘及葉片特;1:葉舌部tこ近<. 1J(褐
・色で褐色の帳ぞ有すiS不規則形婁紋
献の病斑'i'生ヲ?る.
書紋病 Rhynoh伺JlOriu~ gr8mioi. 
col. Heino 
cs牧穫前降雨K壇勺℃費生する.，黒色微
細で不規則の病斑を密生ずる.
黒聾病 'Cladoo仰 rIl:unherbar.um 
CPera.) Link 
3葉の病害
戸1病斑は葉縁に多く主主巴貰白色J'J至灰白色
雄謹波紋;l_>しtゐる三朝露の乾い1こ後染織
i二塁白骨貰色の小粘位t.認める.
白葉枯靖 Pseudol:non師。勾Z崎町山
et Jahiy.ma. 
a!病魔は葉先に多〈生歩る.
I b1先端 {7邦詐り 白色殆んど透明ぎなり
乾縮し 後小黒星自を生歩るか又は腐敬脆
落する。{
業切痛 PholIl&OtyAe Hori 
恥先端 (3→9cm詐り〉民申色化枯死し又藁
の中部に灰白!也雲形の病斑伝生じ裏面は
白色鈴肢を呈ずる.
葉先白枯病 Fuoomat，rioeptatum 8ecc. 
33病斑は業身tこ散注する.
bl病斑は薫身全櫨に密布し黒灰色線形乃
至楕圃形微小 0・2-3XO・1-O.5mIXl
黒腫病 Entかma.Oryz蝿 Srd.
b，病斑は細長蝕蹴褐色J'J至灰色
t葉集枯靖 Cercω'poraOryz.. .Miya凶
bs病斑は楕園形又は離輝形.
Cl病斑は楕圃形民荷色輪廓暗絹色明
瞭 1-3mm斡艇を生向.
胡麻薬枯病 0凶iめolu8Miy.beanU8 ItO 
(lt Kurib. 
Cr病斑は楕園形J'J至紡錘形暗線褐色J'J
至灰白色周轍温茶褐色衣色の櫨~生
す寄る.茜しければ金葉補費する。
稲F 熱病 lPiricT.IlariaOry:t帥事rj.et 
Cav. 
匂病斑は淡灰色周縁温調色.後黒監~
託生する.f 
く42) -2-
t 
、 ‘-
.. 
灰色旗枯病 Hendel'loniaOty瑚 Miyake
b4病斑は不整形茶褐色J!(至y<黒色紙様
さなる0
.茶葉枯病 Brachy恥出mOryzae Ito et 
IlItiyamaぃ
4欄の病害
al.穂の抽出異常さなるか叉は崎形を呈するb
~穏i本完全に抽出せや又は穂頭短ぐ果梗1]、
砲は屈曲する.
鮪葉枯病 Ory踊 Vir'U82 
b，欄は捻賓せや硝形を呈し往h花部葉化
し幼植物是宇じ穂積芽の観を呈する、。
貰化萎縮病Sc1erosporaOryzae Brizl 
I! -郁の頴花が便される。頴の閉止り帯育
談黄色)~至溝緑色の塊を出しー之は後膨犬
しτ誤~包むに至る。
1稲麹病 OiavicepsVilten8 ~C~~~ Sak 
也、一部の頴花が侵される.頴の間より叉は-
J 頴型開fし"t;圃錐形黒色の突訟を附し黒紛を
飛散ぜLむるー
畢黒穂病Tiletiahorr:ida Takah. 
2・頴の鱗講に活ひ淡糞赤色め梢暑粘性のIJ、
塊t.e生じ粒は完宵しない.
赤徹病Gib白rella~ubiDetii. (Mont・〉
Sacc. 
為頴の表面に病斑をdじその聞に暗色の雛 t 
~~参る・。 I
~病~は暗黒色その上微かに暗色の績を生
.，るが表面は平滑
宿熱病 Piri@ulariaOrlzae Br: etCav. 
b!病斑は鐸色紙様の櫨令生やる。
胡筋書枯病 bphi~加1u8 M~yabeanu・Ito et 
玄urilJ.
畠明頴の表面に陪褐色後灰白色の病斑を生り
黒色小IHe散生する.，
組枯病 PhomaglumvulIl Ell. et Tr.. 
途切病 PhomaOryzae Hooh 
.a7 穂頭~侵し慶色さサτ白穂さなる.
bJ 被害部は褐色叉ほ黒褐色表面は餓横~I.呈
する. ・
.胡麻:1枯病，Ophiol:陥lu8Miyal:le阻U8Ito申t
Kurib. 
b"被害部は黒色表面は多〈は平滑に近い0・1
帽熱病Piricl.1ariaOry初骨 Br.et 0・F・/
5稲鋪萎縮するか抑制する。
色i 金値萎縦iするか叉t注 E空襲の~.畏i二異常が
あつTτ出穂するニさが掃である。葉に黄白
色の小離を蓮生する。
h草玄!犠小であ->>"tf<分蕪し葉は淡緑色
であ匂微細な白~の傑線そ生令る.
萎縮病OryzaViru8 1. 
/>2萎縮亙ぴ分襲は事与しく'立川が棄は短大さ
なり棺φ肥厚し淡色黄白色，'<J)小協を蓮司さ
ずる.穂は抽出じても崎形を呈する.花
郁は棄化する。
l 糞化萎縮病Elc1erosporaor戸ωBrizi
1萎縮は著い〈ない 中心の棄は聞〈鎗込
み徒長す?る.薫1こは黄白色の小離を障に
建生し相賦そたして漸*枯死する。a出穂
しτも崎形さなる。
楠葉枯病 OryzaViruo 2. 
" a 碍葉徒長する。特IC.苗及出穂明に於1:瀧
・長著しい。全樟繊細で淡緯色量史上藁は鎗きr関節よりは不定根州し叉演紅色の
を生じて務次枯死する，
馬鹿筒病GibbereU.Fnjiknroi(Baw)Wr 
6米の い纏質
匂玄米では腹自の部より蛮病 白色綿毛賦
‘の薗締~長じ病部iま光輝を失ひ白色不透明
さなる・米位は薗締の時めに結合、t"て塊賦
さなる・精米すれば砕米ミ宍る。
L7j少来企凶dia略、
玄米では被害部不透明言なり漸衣機大し
て白色放射賦の績を生じ後7号線色に畳タる
A 
米粧の内面も幾分青味を帯びる.
モス米 Penicilliumω押uneTh叫
28米の合水量で異るが赤色一紫赤色一噌紫
赤色に費やる。洗i佳液も亦同様に着色する
議費米伽防司略
(2)大萎の病曹の般別
1子苗の病書
21静零後に被害が多いS
bl 幼純物lま黄禍色・紅色の績により被はれ
る。子、
紅色零腐病 Calonec位iu， gnr;白inicolaく晶r1・
et Brme.) Wr. 
b~ 葉鞠聞に菌叢し生じて4、規則の踊墜した
赤褐色薗緩令生今る。
- i→' (43) 
雪腐蘭接病 Typhロ1altoana lmai 
12春蒔の幼植物に多〈費生する.根lま褐色
ざなり地上部は黄費表現する.
立枯病 Opbiobolusgramini~ Sace. 
2穂&ぴ葉の病害
81粉賦・微小・黄・1理・栂色又は黒色の胞
子堆-a-生今る。
b，贈予堆は甚だ小形・赤揖色・散布する。
ホ鐸病 'PuC_CIbi.simple2: (Koern・3
Erik80 et Heim.' 
b，胞子堆は黄色縦に語句楠腕三t:r.る。
黄鋳病 P.glumai'um (唖chipidt)Erik8. 
et Henn. 
，~胞子土佐は梢令大褐色特;乙稗tr:多い.
黒舘病 P.gr.aUjinis PtlIrs. 
a2愛髄さして殻育悪〈出穂しないかHI穂し
τも貧弱葉稗.は褐色叉は控色ずる.
bf著 ""<萎縮し葉は捻曲黄緑色の縞があ
る.
萎縮病 Virus • 
戸開花朋まり乾燥槌色じ穂は子賞萎縮し
重基及7F位葉鞘K菌轄を見る.
c，最下の稗さ葉鞘は黒色叉は補色t二型宇
る。
立 柑 病 O凶10も，tJol。叶I加u凶8g伊r附a創鮒蜘r町，m目山1
U険L ‘喧迎際近fに褐恒畏楕圏形の病斑4ぞ旨生す?$ 
る
株腐謹接病 Co地 iumgla凶neum.lkata
et Mats・
q梓の基部暗色ざなり 又は帯紅色詩賦
め騎ぞ革命
裾枯病 Fll凪 riilmcuhno'tum $mith 
a宮葉さ稗に韓航に慶色lA.ニ病斑を生判。
i 均 IH穂前より~並に葉聞に縦に長い賀補色
め醸斑?位同後黒色誠君賦さなり位争裂
片になる枯死おる。
斑業病 pyrenophoiag品ni田正Itoet 
Kurib. . 
bJ 義並に葉鞠iこ縦に長い賀補色の蜂斑を~
令る，傑鹿は市!者よりも太〈敢少な〈健
部さの携は棺不鮮明』護病惜身、なし
保斑病 Cephato叩 .riumgramineum 
Nisikado et Ikata 
bs 黒禍~，の縦棋を生じ柑+水潤様
黒祥病Baeteriumt叫，l!lucens.J one8 
、 .Jobl:iset Reddy 
b4黒旗色の縦繰るT生じノj、輯5出現はれる。
梓枯病 SeptoHa年:lumarumP，醐・
124初め白色後茨色粉賦の識を生じ樽賦終
.に黒褐色の小粒黙を密生する。
白酪病 E_rysiゆegraminis 00. ・
h 斑鮎i生の病斑命生，?E>. 
b，病斑はH昔褐色・長佑:嵐I・，賞最があり内線
lこ秤i網目肱の簡を生歩る.
.網斑病 eyrenophorateres Drechsler 
h明斑は楕固形・暗褐色・黒色の鍛屯愛生
守る0 ・
斑鮎病 Opbiobolussqtvus Jto et Kurib 
h病斑は楕潤4 多角形・褐色・黒色粒艶を
生:歩る。
角斑宿，)1配roph'omaHenn伽IJii
K首hn
b4病斑l手掛鍾形・癒合しt雲形賦ミなる。
雲形，病 Rhyl.cl叫po官iuin.ょ_srawni，:_ola
He泊B.・，
.3穂の病害
al杢穂め蒋及び子宮が破壊され黒色叉は悪
調色Oj吻を以て置換される.
bl初め薄膜に被は，れるが後破れて黒色の臨
子飛散し穂軸のみ高る.
襟黒穂 病ー u自tllag<l nUdea.. K"el1erm. .t 
fiwi暗 le
~2 黒籾は銀白色り膜で被はむ永〈破れない
E霊黒穂病 u.HordeibHErm-etswingh 
a%. 梓lまE常であるが絵褐色・苛置は補色Q>~
臭ある勝さ化する。!
腹黒穂病 TilletiaPancicij Blibak et 
R"noj. 
3.s蒋は百常形槌色レ稔貰不全。梓の1:部
tこむt病斑b?無h、。
b1 地際D葉鞘及び稗は黒色を呈する.
立枯病 0凶iob61¥判graminIli1)0. 
b;l地際に近い節間葉鞘に褐色楕圏形の斑紋
~~主守る.禍色菌援の形成を見る.
株腐薗倭病 00凶iciumgra凶前園田 Ikata
et Mato. 
34蒋に病斑If生じ子、買は往や萎縮する.
b1 梓h二撞黄色一赤褐色粉賦の胞子機培生守
る。 鏡宣言頼 Pucciniaspp. 
b~ 蒋に黒色傑線ぞ生全る。
果梓病 B配 teriumtran山 censJonea 
John回.etReddy 
同穂の一部ちとは全部の小穂禍色ざなり 淡
紅色の薗叢を昼守る.
赤撒病GibberellaSa1lbinetil畑 nt・〉
Saco・
C44) 、-4 -・
守
